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継続企業の前提に関する事項の注記に関するお知らせ 

 

 当社は、本日付取締役会において、本日公表の「2026 年３月期決算短信〔日本基準〕（非連結）」に

おける継続企業の前提に関する事項について、下記の通り注記することといたしましたので、お知ら

せいたします。 

記 

 

 当社は、前事業年度での美容事業の主力ブランド終了による売上高の減少が当事業年度も続き、２

期連続の営業損失並びに営業キャッシュ・フローのマイナスを計上いたしました。また、一部の取引

先金融機関と締結する「譲渡担保権設定契約書」に係る財務制限条項に抵触しております。以上の状

況から、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

 当社は、当該状況を解消するために下記のとおり対応しております。 

 

(1) 事業基盤の強化 

 当社は、主力事業である美容事業において、韓国コスメブランドの輸入総代理店を担うことで、こ

こまで順調に業績を伸ばしてまいりました。しかし、輸入総代理店契約条件や契約の解除等のリスク

もあるため、複数のブランド、ジャンルの商品に取組んでゆくことも必要です。現在は、昨年から取

り組んで手応えのあった新たな商材である美顔器などのディバイス分野と自社ブランドコスメを営業

力強化の二つの軸としてまいります。 

 ファッション事業（店舗運営事業）においては、ファッションブランド商品の『GINZA LoveLove』

とコスメの『&choa!』による店舗戦略の最適化を図ってまいります。 

 

(2) 財務基盤の安定化 

 当事業年度において、第 15 回乃至第 17 回新株予約権を６月に、また、第 17 回及び第 18 回新株予

約権を 12 月に発行し、９億円超の調達を行ったことで、厳しい業績の中でも最低限の資金と純資産

を維持しております。 

 今後、第 18 回及び第 19 回新株予約権の行使による資金調達を活用し、上記の営業力強化施策を確

実に推進し、財務の安定化を図ってまいります。 

 但し、資金調達の状況は、新株予約権の行使の有無・行使時期や株価の影響を受けることになりま

す。 

 また、金融機関との融資の状況において、一部の取引先金融機関と締結する「譲渡担保権設定契約

書」に係る財務制限条項に抵触しております。当該条項に関しては、抵触した場合に合理的と認めら

れる是正措置の要請に対応することで、ただちには期限の利益の喪失にはあたらないとされており、

是正措置の説明をすることにより、上記を前提にお取引先金融機関に、ご理解と引き続きご支援をい

ただける旨を確認しております。 
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 以上のとおり、現在、当社は事業基盤の強化に向けた様々な施策と財務基盤の安定化のための施策

を行うことで業績の改善と安定した資金の確保を図る途上にありますが、事業基盤の強化施策及び財

務基盤の安定化の実現可能性は、特に新規商材については、当社を取り巻く経済環境をはじめ、様々

な要因による影響を受けることになります。また、市場からの資金調達は需給関係やタイミングの点

で必ずしも目指していた結果が得られるとは限らないことから、現時点では継続企業の前提に関する

重要な不確実性が存在するものと認識しております。 

 

 なお、財務諸表は継続企業を前提として作成しており、重要な疑義の影響は財務諸表に反映してお

りません。 

以 上 


